



に伴い ｢情報モラルの確立｣ が常に重要事項の 1
つとされてきた (臨時教育審議会 1987, 中央教






定義しているが, 情報モラルは, そのうちの 1つ
である ｢情報社会に参画する態度｣ の中に位置づ
けられている｡ 1989年度に改定された学習指導
要領 (中学校 2002年施行, 高等学校 2003年施行)
からは, 情報教育の核となる ｢技術・家庭科｣ や
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要 約
情報モラル教育を普及するために多くの施策がなされており, 教師はその重要性を認識して, ある程度実践され
るようになってきている. しかし, その実態は警察等の外部講師に委託したり, ネット上のアニメーション教材
を活用するだけで終わらせることも多く, 十分とは言えない状況である. 本研究では, 真に効果のある情報モラ
ル教育を実現するために教師と生徒の立場で情報モラル教育を受講してきた大学生に対して情報モラル教育の改
善を行うための調査を行った. 調査結果から, 改善のための教師と生徒共通の要因として ｢指導力・指導方法｣
｢外部講師｣ ｢現実感｣, 教師のみに見られる要因として ｢保護者｣ というキーワードが明らかになった.
キーワード：情報モラル, 教育改善, 指導力, 指導法, 外部講師, 保護者
事業の中で ｢情報モラル等についての効果的な指









要領 (小学校 2011年施行, 中学校 2012年施行,
高等学校 2013年施行) では, 小学校段階から情
報モラルの指導に取り組むことが謳われ, 総則に
情報モラル教育の徹底が明記された｡ また, 小・
中学校の ｢道徳の時間｣ には ｢生徒の発達の段階
や特性等を考慮し, 道徳の内容との関連を踏まえ
て, 情報モラルに関する指導に留意すること｣ と
















9割を超えていたが, 実施について ｢最近 1年以
内に自身の授業等で情報モラルに関する内容を扱っ
たか｣ という問いに対して, 扱ったと回答した教
員の割合は, わずかに小学校 17.6％, 中学校 19.1





であったが (文部科学省 2007), 筆者らが東京都
で 2009年に実施した調査では ｢情報モラルの指
導ができる｣ と回答した教師はわずかに 39％で
あった (玉田・松田 2011)｡ ｢情報モラル指導の
やり方がわからない｣ と指導力不足を訴える回答






































































期は, 表 1の通りである｡ 前学習指導要領が施行
された平成 14年に, 現在の大学 3年生は小 5, 2
年生は小 4, 1年生は小 3という学年であったた






は中学に入った時点で 1年 2年 3年と同じ割合で
多くの学生が自分の携帯電話を購入している｡ 2
年生は高 1で多くの学生が購入している｡ 1年生











3年生 (平成 34年生) 2年生 (平成 45年生) 1年生 (平成 56年生)
インターネット 携帯電話 インターネット 携帯電話 インターネット 携帯電話
小 1以前 0 0 0 0 0 0
小 1 1 0 4 0 2 2
小 2 2 0 2 0 4 0
小 3 13 0 7 1 14 0
小 4 15 1 11 2 10 1
小 5 9 2 5 3 5 5
小 6 3 4 6 5 6 2
中 1 2 9 1 3 5 17
中 2 2 10 0 4 4 6
中 3 1 10 0 4 1 4
高 1 2 7 0 13 2 15
高 2 2 7 0 0 1 1










特別活動 63名, ホームルーム 38名, 道徳の授業
19名という順であった｡ 具体的な内容としては,
表 2の通りである｡ ｢個人情報の書き込みについ

























































































については, ほぼ 100％が活用しており, ｢Web
検索｣ ｢ネットショッピング｣ ｢動画サイト｣ など
の閲覧のみの受信系サービスを活用している教員






多く挙げているのが ｢外部講師 (『警察』 『企業』
等)｣ で, 次いで ｢ホームルーム｣ ｢道徳の授業｣
となっている (図 4)｡ 学生の調査では ｢高校の
『情報』 (99名)｣ が最も多く, ｢外部講師 (66名)｣




















































図 5 教師が行った指導 生徒が受けた指導
表 4 教師が指導した内容 教師が重要だと思う項目 生徒が重要だと思う項目
教師が指導している内容 教師が指導するべきだと思っている内容 生徒が指導するべきだと思っている内容
1 掲示板などで誹謗中傷について 1 掲示板などで誹謗中傷について 1 個人情報について







4 出会い系サイトへの注意 4 人間として守るべきこと 4 掲示板などで誹謗中傷について






























































側からは自分自身の ｢指導力｣ として｡ 生徒側か





























































が, ｢短い事例アニメーション｣ や ｢携帯電話の
注意ビデオ｣ を見せるだけでは, 指導が足りない
と感じたというものである｡ また, 指導内容に言

















学生の記述で, ｢外部講師｣ については, ｢警察
の人が学校に来てパワーポイントで説明をした｡
話がうまくない人もおり, 何回かそういう機会が










































































て ｢指導力・指導方法｣ ｢外部講師｣ ｢現実感｣ と
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